
起因物別 

 5名 
（確定値） 

【 全   業   種 】  前年同期比で、2.0％減少。 
【 業   種   別 】 建設業、道路貨物運送業で増加している。 
【事故の型別】 転倒、墜落・転落災害、はさまれ・巻き込まれが多い。 
【 起 因 物 別】   仮設物・建築物・構築物等による災害が多い。 

災害動向のポイント 

福井労働局 平成29年労働災害発生状況 

全業種 発生月別 

業種別 死亡災害発生状況 

事故の型別 
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